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「知食」「共食」「健食」による
豊かな暮らしの実現へ
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人
暮
ら
し
世
帯
の
高
齢
者
が
増
加
し
、
食

生
活
の
質
の
低
下
や
孤
食
化
、
低
栄
養
リ

ス
ク
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
お
た
が
い
に
食
育
に
関
心
を
持

ち
、
食
生
活
や
伝
統
的
な
食
文
化
を
と
も

に
考
え
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果（
抜
粋
）

　

今
回
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
３
〜
15
歳

の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

①「
食
育
」に
つ
い
て
77
％
の
人
が「
関

心
あ
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

②
食
育
の
場
と
し
て
、
家
庭
、
学
校
の

ど
ち
ら
が
重
要
と
思
う
か
と
の
問
い
に
対

し
て
は
、
55
％
と
半
数
以
上
の
方
が
「
同

じ
く
ら
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

③
家
庭
に
お
い
て
地
元
産
の
食
材
を
購

入
し
て
い
ま
す
か
の
問
い
に
対
し
て
は
、

「
積
極
的
に
購
入
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

「
目
に
付
け
ば
購
入
す
る
」
と
回
答
し
た

家
庭
が
67
％
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
産
の

食
材
の
購
入
を
意
識
し
て
い
る
家
庭
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

計
　
画
　
の
　
趣
　
旨

　
人
は
「
食
」
に
よ
っ
て
健
康
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
全
て
の
世
代
が
食
と
健
康
の

大
切
さ
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
健
康
な

生
活
を
維
持
し
、
豊
か
な
人
間
形
成
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

社
会
背
景
と
食
育
の
重
要
性

　
「
飽
食
の
時
代
」
を
迎
え
、
物
心
両
面

で
の
豊
か
さ
や
価
値
観
の
変
化
、
生
活
ス

タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

旬
や
季
節
を
問
わ
ず
に
食
べ
物
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
増
加
に
よ

り
、
手
間
や
時
間
を
か
け
ず
手
軽
に
食
事

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

便
利
な
反
面
、
不
規
則
な
食
事
時
間
や

食
生
活
の
日
常
化
、
脂
質
の
過
剰
摂
取
、

野
菜
摂
取
不
足
に
よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
偏
食
か
ら
青

年
期
・
壮
年
期
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
に

至
る
ま
で
、
健
康
面
に
影
響
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、
一

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
「
食

育
」
を
日
常
の
中
で
体
系
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
涯
に
わ
た
り
健

康
で
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
食
育
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
第
２
次
留
萌
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

①②③ 㣗⫱ࡢሙ࡚ࡋ࡜ᐙᗞ࡜Ꮫᰯࡢ
࠿ࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡔ㔜せࡀࡽࡕ࡝

留々菜（直売所）
Aコープルピナス内の産直市場。
産直部会「留々菜」会員55人の生産者
が、自ら収穫し、生産者名を明記して
値段をつけて店頭に並べています。

うまいよ！るもい市
年４回、海産物を中心
とした留萌の旬の食材
を提供する産直イベン
トを開催しています。

地
域
情
報
受
発
信
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

地
域
の「
食
」「
人
」な
ど
に
関
す
る
情
報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 「

食
育
」

地
産
地
消
に
よ
る

健康で豊かな食生活を家庭から始めませんか？
留萌は多彩な「食」の宝庫です！

『食育』

基
本
方
針
と
主
な
事
業

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
着
実
な
食
育
推

進
活
動
の
成
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
食

育
に
対
す
る
理
解
と
実
践
を
進
め
る
た

め
、
上
記
の
目
指
す
姿
と
基
本
方
針
に
よ

り
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
食
育
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
（
抜
粋
）〉

○
乳
幼
児
健
診
及
び
離
乳
食
教
室
な
ど
の

　

開
催

○
子
ど
も
の
食
農
教
育
推
進
事
業

○
留
萌
キ
ッ
ズ
農
林
漁
業
体
験
事
業

○
地
元
食
材
１
０
０
％
給
食
事
業

○
は
つ
ら
つ
栄
養
講
座
事
業

○
健
口
教
室
事
業

　

第
２
次
留
萌
市
食
育
推
進
計
画
は
、市
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.e-rum

oi.
jp/

）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

地
産
地
消
に
よ
る
食
育

　

留
萌
地
域
は
、
自
然
の
恵
み
か
ら
旬
を

感
じ
ら
れ
る
多
彩
な
食
材
が
豊
富
で
す
。

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
や
、
市
民
全
体

が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
身
近
な
土

地
、風
土
、気
候
で
育
っ
た
豊
か
な
食
材
に

触
れ
、体
験
が
育
む
感
謝
の
心
、地
域
の
歴

史
、文
化
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
養
い
、

安
全
で
安
心
な
食
べ
物
を
食
す
る
暮
ら
し

の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。


